
同
志
社
大
学
国
文
学
会
二
〇
〇
一
年
度
彙
報

新
入
生
歓
迎
会

学
生
部
会
主
催

二
〇
〇
一
年
四
月
七
日
（
土
）
紫
苑
館
食
堂

国
文
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会
・
講
演
会

二
〇
〇
一
年
六
月
一
七
日
（
日
）
寧
静
館
会
議
室

総
会

研
究
発
表

平
家
公
達
草
紙
と
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻

｜
｜
擬
さ
れ
る
は
な
ぜ
隆
房
か
｜
｜

小
林
加
代
子
（
大
谷
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

言
語
史
の
一
面

石
井
久
雄
（
本
学
教
授
）

講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

二
一
世
紀
の
教
育
を
求
め
て

｜
｜
学
校
・
生
徒
の
現
実
を
見
据
え
つ
つ
｜
｜

総
合
司
会

加
藤
昌
孝
（
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）

公
立
校
の
現
状

｜
｜
新
教
育
課
程
の
問
題
点
｜
｜

田
中
康
之
（
大
阪
府
高
教
教
文
部
長
）

総
合
学
習

｜
｜
ア
グ
ネ
ス
講
座
の
試
み
｜
｜

大
野
純
子
（
平
安
女
学
院
高
等
学
校
教
諭
）

今
、
目
の
前
の
生
徒
は

｜
｜
意
識
と
行
動
｜
｜

詫
磨
秀
雄
（
西
淀
川
高
等
学
校
教
諭
・
高
生
研
全
国
常
任
委
員
）

秋
季
研
究
発
表
会

二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
六
日
（
日
）
寧
静
館
会
議
室

研
究
発
表

『
万
葉
集
』
の
人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
に
お
け
る
表
記

田
野
順
也
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

『
源
氏
物
語
』
の
辞
世
歌
｜
｜
浮
舟
詠
歌
を
中
心
に
｜
｜

秀
島
さ
お
り
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

「
的
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

梁
高
峰
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

講
演
会

田
口
律
男
先
生
講
演
会

院
生
部
会
主
催

「
都
市
」
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー

二
〇
〇
一
年
一
一
月
五
日
（
月
）
明
徳
館
会
議
室

二
〇
〇
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

九
二



中
島
ら
も
氏
講
演
会

学
生
部
会
主
催

ギ
ャ
グ
に
弱
い
日
本
人
｜
｜
日
本
語
を
話
す
わ
た
し
｜
｜

二
〇
〇
二
年
一
月
九
日
（
水
）
弘
風
館
三
一
番
教
室

二
つ
の
講
演
会
に
つ
い
て
、
詳
細
が
〈
国
文
学
会
会
報

第
二
十
九
号
に
あ

る
。同

志
社
国
文
学

第
五
十
五
号

二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
五
日
発
行

収
載
論
文
七
編

第
五
十
六
号

二
〇
〇
二
年
三
月
二
〇
日
発
行

収
載
論
文
七
編

国
文
学
会
会
報

第
二
十
九
号

二
〇
〇
二
年
三
月
二
〇
日
発
行

二
〇
〇
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

九
三

二
〇
〇
一
年
度
修
士
論
文
題
目

『
源
氏
物
語
』
浮
舟
の
夢

｜
｜
浮
舟
の
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

秀

島

さ
お
り

顕
昭
の
万
葉
集

｜
｜
『
袖
中
抄
』
を
中
心
に
｜
｜

景

井

詳

雅

「
的
」
に
つ
い
て
の
考
察

｜
｜
近
現
代
日
本
語
を
中
心
に
｜
｜

梁

高

峰

シ
テ
シ
マ
ウ
の
多
義
的
意
味
と
本
質

｜
｜
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
性
を
中
心
に
｜
｜

鈴

木

美
和
子

二
〇
〇
一
年
度
卒
業
論
文
題
目

『
古
事
記
』
の
倭
建
命
の
西
征
に
つ
い
て

｜
｜
そ
の
名
前
を
中
心
に
｜
｜

石

川

礼

子

巻
二
相
聞
の
展
開

｜
｜
贈
答
と
独
詠
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

瀬

川

夏
奈
恵

天
智
天
皇
挽
歌
群
の
形
成
と
意
義

｜
｜
女
性
達
の
挽
歌
｜
｜

松

藤

薫

子

大
伴
坂
上
郎
女
の
「
怨
恨
歌
」
の
考
察

石

尾

由

季

家
持
と
書
持
の
贈
報
歌
群
に
関
す
る
考
察

｜
｜
『
萬
葉
集
』
巻
十
七
・
三
九
〇
九

三
九
一
三
番
歌
に
つ
い
て
｜
｜

佐
々
木

望

『
日
本
霊
異
記
』「
狐
女
房
」
考

神

戸

美

沙



『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
十
三
縁

小

瀧

貴

洋

「
猿
沢
の
池
」
の
伝
説

緒

方

夏

子

『
落
窪
物
語
』
の
特
質

片

山

彰

子

『
落
窪
物
語
』
に
お
け
る
継
子
い
じ
め

盛

江

直

美

「
枕
草
子
」
の
景
観
と
清
少
納
言
の
視
線

｜
｜
平
安
京
と
四
郊
｜
｜

山

田

恵

『
枕
草
子
』
蟻
通
明
神
考

山

田

里

佳

『
枕
草
子
』
蟻
通
明
神
伝
説
の
難
題
を
め
ぐ
っ
て

生

駒

千

香

『
源
氏
物
語
』
の
花
と
三
人
の
女
性
た
ち

｜
｜
桐
壷
更
衣
・
藤
壷
の
宮
・
紫
の
上
｜
｜

齋

藤

文

香

『
源
氏
物
語
』
梅
枝
巻
に
み
る
薫
物
合
せ

酒

井

光

世

『
源
氏
物
語
』
二
人
の
貴
公
子
と
浮
舟

｜
｜
浮
舟
と
の
関
係
か
ら
描
き
出
さ
れ
る
貴
公
子

と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
想
い
」
に
つ
い
て
｜
｜

中

澤

ル
ミ
子

『
虫
め
づ
る
姫
君
』
に
お
け
る
笑
い
と
風
刺

住

田

実
詠
子

『
狭
衣
物
語
』
の
風
景

斎

藤

裕

美

『
江
談
抄
』
吉
備
真
備
考

佐

藤

公

治

僧
伽
羅
国
伝
説
の
受
容
と
『
今
昔
』
的
生
成

木
ノ
下

千

栄

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
山
陰
中
納
言
説
話

岡

田

聡

子

『
今
昔
物
語
集
』「
平
中
」
考

平

木

裕

子

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
二
十
四
話
考

酒

川

千

恵

『
今
昔
物
語
集
』
業
平
説
話
考

｜
｜
『
伊
勢
物
語
』
と
の
比
較
か
ら
｜
｜

秋

山

容

子

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
五
第
七
に
お
け
る

藤
原
保
昌
の
「
兵
」
的
性
質
に
対
す
る
認
識

木

村

紀

子

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
狗
」

横

山

沙

織

『
今
昔
物
語
集
』「
芋
粥
」

榮

居

幸

江

『
今
昔
物
語
集
』「
芋
粥
」
考

岡

山

高

博

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
女
性
の
運
命

｜
｜
巻
第
三
十
第
四
、
第
五
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

田

中

奈
津
子

『
古
本
説
話
集
』「
曲
殿
姫
君
事
」

｜
｜
『
古
本
説
話
集
』
の
個
性
｜
｜

田

原

優

子

『
梁
塵
秘
抄
』
の
女
性
達

宮

川

悦

子

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
方
法

池

永

美
恵
子

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
考
察

｜
｜
四
の
君
を
め
ぐ
る
「
女
」
の
不
幸
｜
｜

小

上

愛

『
発
心
集
』
に
お
け
る
鴨
長
明
の
思
想

芝

丸

あ
い
子

『
北
野
天
神
縁
起
』
の
構
成

伊

藤

途
季
子

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
冒
頭
話
の
解
釈
と
そ
の
意
味

佐

尾

希

『
宇
治
拾
遺
物
語
』「
尼
地
蔵
奉
見
事
」
考

白

数

由
紀
子

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
八
十
六
話
「
清
水
寺
ニ

二
千
度
参
詣
者
、
打
入
双
六
事
巻
六
の
四
」
考

國

府

祥

子

二
〇
〇
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

九
四



『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
八
十
九
話

「
信
濃
国
筑
摩
の
湯
に
観
音
沐
浴
の
事
」
考

大

西

祥
太
郎

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
九
十
二
話
「
五
色
鹿
事
」
考

北

谷

亜

矢

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
九
十
六
話

「
長
谷
寺
参
籠
男
、
預
利
生
事

巻
七
の
五
」
考

竹

内

陽

子

『
宇
治
拾
遺
物
語
』「
信
濃
国
聖
事
」

松

本

俊

宏

陽
成
天
皇
の
伝
説

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て

藤

本

恵

理

『
平
家
物
語
』
の
義
仲
像

山

田

理

恵

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
重
衡

｜
｜
重
衡
救
済
物
語
の
象
徴
性
｜
｜

門

屋

敦

『
平
家
物
語
』
建
礼
門
院
説
話
試
論

｜
｜
物
語
終
結
部
に
お
け
る

建
礼
門
院
像
の
再
考
｜
｜

田

中

裕

紀

『
沙
石
集
』
梵
舜
本
巻
第
八
に
お
け
る
笑
話
考

｜
｜
「
児
ノ
飴
ク
ヒ
タ
ル
事
」
を

中
心
と
し
て
｜
｜

加

美

甲

多

物
語
に
登
場
す
る
鬼
の
考
察

辻

野

拓

也

祇
園
祭
の
祭
祀
と
物
語

｜
｜
北
観
音
山
と
南
観
音
山
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

岡

本

明

子

枯
山
水
に
お
け
る
思
想
性
と
芸
術
性

利

部

麻
衣
子

二
〇
〇
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

九
五

能
『
蝉
丸
』
に
み
る
演
出
の
変
遷
と
身
体
表
現

｜
｜
金
剛
流
の
場
合
を
中
心
に
｜
｜

弘

田

一

惠

能
『
経
正
』
に
お
け
る
修
羅
の
苦
患
の
意
義

上

杉

晴

香

利
生
譚
と
し
て
の
能
『
三
井
寺
』

東

由
加
里

『
酒
呑
童
子
』
考

岩

井

敦

子

信
太
妻
文
芸
に
お
け
る
異
類
婚
姻
譚
の
考
察

田

畑

知

里

『
信
長
公
記
』
か
ら
『
信
長
記
』
へ

｜
｜
記
録
文
学
か
ら

軍
記
文
学
的
方
向
へ
の
展
開
｜
｜

田

中

大

介

「
た
め
し
も
な
き
よ
み
が
え
り
」
に
み
え
る

西
鶴
の
創
作
に
つ
い
て

益

満

ま

を

《
西
鶴
女
性
考
》

｜
｜
「
ば
け
も
の
」
的
﹇
女
の
魔
性
〕
｜
｜

岡

本

幸

子

近
松
門
左
衛
門
の
世
話
物
の
世
界

｜
｜
一
分
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

神

保

力

也

『
女
殺
油
地
獄
』
論

｜
｜
与
兵
衛
と
お
吉
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

池

田

順

子

『
源
五
兵
衛
お
ま
ん
薩
摩
歌
』
に
お
け
る
登
場

人
物
の
作
品
に
与
え
る
影
響
と
役
割
に
つ
い
て

平

岡

透

『
心
中
万
年
草
』
に
お
け
る
母
の
存
在

｜
｜
葛
藤
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
｜
｜

稲

浦

恵



『
心
中
宵
庚
申
』
に
お
け
る
心
中
の
意
義

｜
｜
半
兵
衛
と
お
千
世
の
形
象
を
中
心
に
｜
｜

原

杏

子

『
津
国
女
夫
池
』
に
お
け
る

五
段
目
「
松
」
を
め
ぐ
っ
て

｜
｜
「
忠
臣
蔵
」
と
「
享
保
の
改
革
」
｜
｜

橋

本

理

史

「
冥
途
の
飛
脚
」
と
改
作
の
変
遷

長

井

真
理
子

塩
冶
判
官
像
の
変
遷

｜
｜
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
至
る
ま
で
｜
｜

小

西

桂

子

信
仰
さ
れ
る
由
来
を
語
る
黒
本
・
青
本

｜
｜
『
新
版
鐘
銘
道
成
寺
根
元
記
』
と

『
柿
本
人
麿
明
石
松
蘇
利
』
｜
｜

戸

川

郁

子

『
誹
風
柳
多
留
』
の
子
ど
も
た
ち

中

尾

沙

織

〈
近
代
日
本
文
学

と
〈
近
代
日
本
語
、

あ
る
い
は
そ
の
政
治
性

｜
｜
『
浮
雲
』
言
文
一
致
試
論
｜
｜

大

澤

聡

〈
神
話

と
し
て
の
『
そ
れ
か
ら
』
論

中

野

久
美
子

樋
口
一
葉
『
や
み
夜
』
と
『
十
三
夜
』

｜
｜
「
文
芸
倶
楽
部
」
閨
秀
小
説
号
を

中
心
に
｜
｜

水

上

富
美
子

「
沼
夫
人
」
と
芭
蕉
精

岩

井

弓

夢
幻
の
鏡

｜
｜
泉
鏡
花
と
夢
野
久
作
に
関
す
る

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
｜
｜

植

田

彩

作
品
・
家
庭
環
境
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

鈴
木
三
重
吉
の
特
性

中

平

康
志
朗

中
勘
助
「
銀
の
匙
」
に
つ
い
て
の
制
度
の
考
察

上

田

真

司

『
袈
裟
の
良
人
』

｜
｜
実
在
の
僧
た
ち
と

菊
地
寛
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
｜
｜

安

藤

佳

奈

夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
論

｜
｜
「
時
計
」
と
い
う
機
械
を中

心
と
し
て
｜
｜

三

好

弘

晃

西
條
八
十
と
色
彩
に
つ
い
て

中

村

早
葵
子

芥
川
龍
之
介
「
蜜
柑
」
論

｜
｜
〈
私
小
説

観
を
中
心
と
し
て
｜
｜

遠

藤

健

二

芥
川
龍
之
介
「
妖
婆
」
論

｜
｜
小
説
ス
タ
イ
ル
に

こ
だ
わ
り
続
け
た
大
正
八
年
｜
｜

村

上

宜

嗣

佐
藤
春
夫
「
西
班
牙
犬
の
家
」
へ
の
招
待

｜
｜
〈
夢
見
心
地

と
犬
好
き
｜
｜

田

村

加
奈
子

「
人
で
な
し
の
恋
」
に
お
け
る門

野
と
乱
歩
の
両
義
性

｜
｜
そ
の
人
形
愛
｜
｜

花

田

理

加

宮
沢
賢
治

｜
｜
す
が
た
は
語
る
｜
｜

中

澤

亜
佳
根

二
〇
〇
一
年
度
国
文
学
会
彙
報

九
六



中
河
與
一
「
天
の
夕
顔
」
論

｜
｜
昭
和
十
年
前
後
の
文
学
論
争
に
お
け
る

「
通
俗
性
」「
偶
然
性
」
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

西

澤

悠
紀
子

林
芙
美
子

時
代
背
景
と
作
者

｜
｜
十
五
年
戦
争
下
に
お
け
る

林
芙
美
子
文
学
へ
の
影
響
｜
｜

大

林

世
津
子

石
川
達
三
『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
試
論

｜
｜
脱
・
石
川
達
三
を
目
指
し
て
｜
｜

菅

有

正

坂
口
安
吾
「
不
連
続
殺
人
事
件
」

｜
｜
推
理
と
そ
の
文
芸
性
に
関
し
て
｜
｜

溝

上

麻

耶

坂
口
安
吾
「
夜
長
姫
と
耳
男
」
に
つ
い
て

｜
｜
探
偵
小
説
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
｜
｜

上

村

幸

愛

坂
口
安
吾
に
お
け
る
他
者
に
つ
い
て

山

田

慶

「
虎
狩
」
論

｜
｜
中
島
作
品
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
｜
｜

西

森

夏

子

草
稿
「
権
狐
」
と
定
稿
「
ご
ん
狐
」

眞

辺

陽

子

『
陽
気
な
地
獄
破
り
』

｜
｜
昔
話
か
ら
民
話
劇
ま
で
｜
｜

六

浦

英

恵

昆
曲
『
夕
鶴
』
の
人
々

可
部
谷

洋

一

『
海
と
毒
薬
』

｜
｜
遠
藤
周
作
の
思
い
｜
｜

山

本

誓

一

二
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司
馬
遼
太
郎
論

｜
｜
歴
史
小
説
の
方
法
｜
｜

二

宮

有

紀

安
部
公
房
『
他
人
の
顔
』

｜
｜
現
代
社
会
を
映
し
出
す
顔
｜
｜

竹

入

奈
津
子

安
部
公
房
の
変
形
譚

金

丸

亮

太

『
仮
面
の
告
白
』
論

安

達

正

芳

日
野
富
子
は
悪
女
か
否
か

｜
｜
永
井
路
子
『
銀
の
館
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

川

崎

直

子

野
坂
昭
如
、
死
の
思
想
。

加

藤

昌

義

大
阪
砲
兵
工
廠
の
「
ア
パ
ッ
チ
族
」

｜
｜
『
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
』
に
お
け
る

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
｜
｜

荒

木

裕

一

「
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
」
の
試
み

｜
｜
谷
川
俊
太
郎
の
場
合
｜
｜

吉

野

友
佳
子

井
上
的
キ
リ
ス
ト
の
受
難
劇

松

井

賢

〈
物
》
と
し
て
の
死
者

｜
｜
戦
後
世
代
、
そ
し
て
私
た
ち
に

と
っ
て
の
「
死
者
の
奢
り
」
｜
｜

元

安

達

也

『
杳
子
』
論

｜
｜
他
性
を
め
ぐ
る
杳
子
と
彼
の
物
語
｜
｜

深

谷

理

恵

宮
本
輝
「
螢
川
」
論

｜
｜
錯
綜
す
る
業
と
縁
｜
｜

戸

畑

妙

子



風
の
歌
が
聴
こ
え
た
｜
｜
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論

｜
｜
『
直
子
』
を
め
ぐ
る
物
語
の

「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
「
喪
の
作
業
」
｜
｜

竹

島

香

名

「
風
の
歌
を
聴
け
」
論

｜
｜
ア
メ
リ
カ
の
影
響
・
時
代
を
通
し
て
｜
｜

関

谷

秀

晃

村
上
春
樹
「
蜂
蜜
パ
イ
」
論

｜
｜
再
生
へ
の
意
志
｜
｜

常

秋

弥
貴
子

『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』

｜
｜
大
切
な
も
の
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
、

村
上
春
樹
の
優
し
さ
｜
｜

池

見

知

香

李
良
枝
と
母
国
と
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て
、
そ
の
表
現

山

田

幸

枝

山
田
詠
美
の
「
少
女
論
」

｜
｜
『
蝶
々
の
纏
足
』
を
中
心
に
｜
｜

長

谷

充

子

辻
仁
成
の
研
究

｜
｜
「
ジ
ン
セ
イ
」
と

「
ヒ
ト
ナ
リ
」
を
通
し
て
｜
｜

宮

坂

拓

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
て

｜
｜
装
置
「
島
田
雅
彦
」
に
よ
る

自
己
差
異
化
｜
｜

沼

田

五

月

吉
本
ば
な
な
の
文
学

｜
｜
『
キ
ッ
チ
ン
』
を
中
心
に
｜
｜

米

澤

久
美
子

観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
の
用
字
法

｜
｜
形
容
詞
に
お
け
る
諸
相
に
つ
い
て
｜
｜

窪

田

恵
理
奈

寺
山
修
司
の
短
歌
と
そ
の
方
法

青

木

常

晃

週
刊
誌
グ
ラ
ビ
ア
の
文
章
に
お
け
る
比
較
考
察

尾

越

ま
り
恵

現
在
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
に
お
け
る
表
記
の
特
徴

太

田

文

代

同
志
社
大
学
体
育
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
に
お
け
る

呼
称
・
敬
語
の
調
査

山

田

さ
や
か

「
駄
じ
ゃ
れ
」
を
考
え
る

今

村

広

巳

動
詞
連
体
修
飾
表
現
に
つ
い
て

｜
｜
状
態
動
詞
に
な
る
表
現
を
中
心
に
｜
｜

澁

谷

里

美

助
詞
「
は
」
と
「
が
」
の
機
能
に
関
す
る
考
察

品

田

憲

吾

敬
意
表
現
習
得
の
場
の
実
際

荒

井

明

子

京
都
市
方
言
の
共
通
語
化
に
つ
い
て

碓

井

由
起
子

兵
庫
・
岡
山
県
境
地
域
に
お
け
る
方
言
動
向

冨

谷

俊

輔
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